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Just! do it  （あなたの夢叶えます）

ふれあいカフェ／ギャラリースペース
ウクライナ支援

COVER PHOTO

令和4年度も芦屋市在学在住等の学
生ボランティアが大活躍！小学生、中
学生中心の「スマイルボランティア」、
精道中学校の「Clean Group Jr.」、
県立芦屋高校中心の「君も今日から
新聞記者」、芦屋大学ボランティア部
Aqua、県立芦屋国際中等教育学校
等々、これからの成長がとても楽しみ
です。 表紙写真提供：リードあしや
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お問合せ先：hana.midori2022ashiya@gmail.com

Just！ do it （あなたの夢叶えます）

リードあしやは市民活動を目指している団体や個人の方を支援しています。
活動詳細は各団体へお問い合わせください。

「コミュニティほけん室 byカフェにっち」　定藤登紀子さん（おしゃべりカフェ にっち）

「みんなの映像編集室」神吉良輔さん  /（協力）芦屋映像倶楽部  あしゾウ　　　　

「ここぷれ～ここちよい居場所づくり～」瀬名香織さん（パレット）

1時間の相談から、丸1日の編集作業レクチャー等、個人に合わせて様々な動画編集の学ぶ場を、毎月1回
開催し、4月から2月の間、高校生から一般まで18人が訪れました。内容は、イベントの報告、団体のPR、自
治会活動等々、多岐にわたりました。その後、リードあしやの映像編集室（有料）を利用して完成させた方も
いました。特にコロナ禍からICT活用が叫ばれ、動画を見る人だけでなく作る人が増えています。編集ソフ
トも手軽に使えるものからプロ級のものまで様々です。大学で映像系にトライしたいと言っていた高校生も
いました。自治会では街の紹介から町に住む人の紹介へと夢を膨らませていました。ここで学んだことを次
に生かせるよう祈っています。

憧れて移り住んだ芦屋を花と緑であふれる街にして、もっと有名にしたいとの思いが、令和4
年度「あしや市民活動フェスタ、チイキ・カダイ×ビジネス あなたの「やりたいこと」プレゼンテ
ーション大会」で多くの共感を得てグランプリに輝きました。10月の発起会では共感した19
名の方々が集まりプロジェクトをスタートさせました。４月からは芦屋オープンガーデンへの
参加、鉢植えのワークショップなどをしながら、定期的な活動を行っていきます。

「花と緑があふれる街 Ashiya プロジェクト」中村真也さん

お問合せ先：tottoko50@i.softbank.jp

「コミュニティほけん室」は学校に保健室があるように地域の中に保健室があったら…そん
な思いから始まりました。2月4日に参加された方々は看護師、薬剤師、理学療法士、介護施
設の方など、医学や介護のお仕事をしている方に身体についての不安などを話すことがで
き、参加者、主催者ともに有意義な会となりました。新しく管理栄養士の方ともつながること
ができ、今後の定期開催を目標に準備していきます。

1年の振り返り

1年の振り返り

活動中！

活動中！

　YouTube配信動画　ぜひご覧ください

YouTube配信動画　ぜひご覧ください

ここぷれ運営は任意団体パレット、令和3年度「あしや市民活動フェスタ、チイキ・カダイ×ビ
ジネスあなたの「やりたいこと」プレゼンテーション大会」で共感度NO.1グランプリに輝きまし
た。「見守り隊」メンバーは、見えない困りごとを抱えた子どもとご家族の支援、工作、英語、
音楽等々の専門分野の方たちです。時期に合わせた工作（ハロウィン、クリスマス、お正月、バ
レンタインデーなど）や、ビジョントレーニングなどを毎月2回開催しました。4月から1月まで
で延べ61人の子どもが参加しました。
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活動報告 ［4月～2月］
2023

REPORTREPORT

2022.4月

2023.2月

映像・新聞チームの1年

「芦屋川お掃除隊×石ころアート」を大学生・高校生による実行委員会で６月に行い、
引き続き１１月には残った石で石ころアートを楽しむイベントを開催しました。
実績を残すために、新聞（神戸新聞社）、映像（神吉良輔さん）の両ツールを専門家から
学びながら完成させ、新聞チームは参加者が帰る時に配布し、子どもたちから歓声があがりました。
映像チームは、様々なカメラの映像方法から、当日の撮影位置、音声の撮り方を実地研修し、３回にわたる
編集でYouTube配信までトライしました。２００人近い方が視聴しました。
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あなたの好きな
芦屋のまち情報を
掲載します！

芦屋

ためまっぷ芦屋は、地域のイベントや
芦屋のまちを紹介するサイトです。

運営

◀お問合せは
　リードあしや
   （担当 / 株本）

詳しくは
（特活）あしやNPOセンター 
 0797-38-6841（担当 /株本）

完成した新聞

「芦屋川お掃除隊×石ころアート」
YouTube配信動画はこちらから
ぜひご覧ください！

完成した新聞はこちらのHP
からご覧いただけます。



「パブリックコメント」ってなんなの？

「パブリックコメント」ってなんなの？を江上昇さん（尼崎市職員）にナビゲートしていただきなが
ら開催しました。参加者は高校生から70歳代までの14人。「パブリックコメント」の意味するところ
から始めました。芦屋市が市民に求めているものを、市民参画・協働推進室の職員が語り、参加者か
ら疑問や問題点を募り、解決方法までを考え、芦屋市へ意見の提出をしました。
参加者からは、「パブリックコメントの概要を理解した。」「自分の思いを誰かに伝えること
で考えがまとまった。」高校生からは「教科書の中でしか出会わない言葉であったが、
参加したことで身近に感じることができた。」等の感想がありました。

令和４年１２月１８日（日）

令和５年２月１１日（土）

あしや市民活動センター登録団体交流会を2月11日に開催し20団
体23人が参加しました。125団体を紹介した冊子「コンパス」の配
布と団体間の交流・連携が主な目的でした。団体の活動紹介等の
ＰＲから始まり、テーブル毎に分かれての情報交換を行った後は、
リードあしや自慢の美味しいコーヒーとトライやる・ウィークで中
学生が企画した“みんながうれしくなるクッキー”でティーブレイク。
相談室を設けたブースには、チラシデザインや運営などの相談が５
件ほど持ち込まれました。
参加の皆さんから「他の団体の活動を知ることができて良かった。」
といった感想が多く寄せられ、私たちスタッフへの激励のコメント
も頂き、温かい気分で終えることができました。

◀中学生が作成した
　チラシデザイン

あしや市民活動センター登録団体交流会

YouTube配信動画
ぜひご覧ください

YouTube配信動画
ぜひご覧ください

LEED ASHIYA［REPORT］
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～アンケート調査より～

※相談は個室での面談形式だけでなく、センター受付窓口やメール、オンラインも含みます。

印刷機器利用者

利用者総数

会議室など貸室

相談数

18,859人 15,675 人
1,464人1,658人

55％61％

1,676回1,944回

9,666人11,831 人

稼働率

利用回数

利用者数

相談者数
334件379件

1,139人1,403人

767件980件

ＮＰＯ運営・設立、ボランティア活動など

その他（施設の利用法など）

令和3年度令和4年度数字から見るセンター利用状況（同年度共に2月末までの情報）

令和4年度2月末までの利用状況のご報告です。

NPO等の相談数は379件、前年度比で13％程度増えました。相談者は約
59%がNPO活動団体、内容は約26%が団体運営、最も伸びたのは、デザ
イナーによるチラシデザイン等広報関連が約18％と、広報面から市民活
動を支援する体制が定着し始めています。分野的にはまちづくりに関わるも
の約24％でした。また、あしや市民活動フェスタの発表者による地域の課
題解決に向けて企画したコミュニティ・ビジネスプランをブラッシュアップ
していく相談が、継続的に行われました。
会館利用状況は、昨年度に引き続き新型コロナウィルスのため、芦屋市の
利用ガイドラインによる利用制限がありましたが、利用者総数、稼働率、
印刷機器利用などは増加しております。少しずつではありますが、活動を
再開したり活発になったりと、コロナ禍以前の状況に戻りつつあるようです。
今後も感染対策を徹底し皆様に心地よくお使いいただけるよう努力してま
いります。
令和5年度からの市民企画事業を開催する目的で、これまでボランティア
などで関わってくださった市民の方々が集まり、温めている企画を語り合
いました。一つは芦屋大学ボランティア部Aquaの「寒さに負けない運動会」
もう一つはあしや市民活動フェスタでプレゼンターとして発表した木山
さん（左官）の「灯篭まつり」が実施される予定です。

職員の対応やセンター利用についておおむね高い評価をいただいています。リードあしやの1階オープ
ンスペースが、センター利用時の休憩場所だけでなく、ふらりと立ち寄る場所、ちょっとしたコワーキ
ングスペースや学生の勉強の場としても少しずつ認知されつつあるようです。またボランティア活動に
関しては自粛を余儀なくされることが多い一方、これまで学校を通じて活動をしていた学生が個人で
ボランティア登録をすることが増えてきました。リードあしやは今後も貴重な意見をもとに活動支援
の拠点「つなぎ役」として運営してまいります。皆さんのさらなるご利用をお待ちしています。

ご意見
お待ちしています

相談対応の状況

令和4年度 リードあしや 【利用状況】

令和4年4月～令和5年2月

（内訳）



イベント・講座案内 ［2023年 1月～3月］

ソーシャルナイト～夜の社会貢献勉強会～

つきいちよるごはん　～ママと子の居場所～

IN
FORMATION

SEMINAR
&

EVENT

IN
FORMATION

1月のゲストスピーカーは「芦屋大学ボランティア部Aqua」の常友青空さんと木本
賢昇さん。テーマは『学生ボランティアが求めることと求められること』でした。
二人のモットーは、「普段は出会うことのない人たちとの交流を楽しむこと」です。
活動場所となる東山手高齢者生活支援センターの担当職員から「利用者の方から
の評判はとてもいいですよ。」と活動の様子を披露してくれました。そんな二人が
率いるAquaのこれからの活動を応援していきたいと思えた1時間半でした。

第5回目は親子6組（15名）の参加でした。ゲストの芦屋ママプレイス
石井さんによる星型のクリスマスライト作りワークショップを楽しみまし
た。今年度最後となる第6回目は親子5組（14名）の参加となり、前回に
続き、芦屋ママプレイス石井さんから身体に良い食べ物のお話を聞いた
後、みんなで調理をし、交流も深まりました。来年度に向けての計画で
は、それぞれの得意なことで先生になったり、食事を考えたりと、親子
で楽しめる企画でいっぱいです！引き続き「つきいちよるごはん」をよ
ろしくお願いします。

日　時：
会　場：リードあしや　参加費： 無料　定　員：10人
申　込： 所定の申込書にご記入の上、FAXまたはMail、GoogleFormsでお申し込み
担　当： 二宮

2023年3月17 日（金）18:30～20:00 （Zoomによるオンライン参加もあり）

Vol.14
オーティズム（自閉スペクトラム症）への理解はひとつのパズルピースから
～４/２ LIGHT IT UP BLUE（世界自閉症啓発デー）の取り組み～

ゲストスピーカー：NPO法人あっとオーティズム 理事長 佐伯比呂美さん

担当/株本
来年度 1回目：2023年4月21日（金）18：30～20：00

次回
の予
定

申込用QRコード▶

▲みんなで楽しいごはんタイム

▲芦屋ママプレイス石井さん

▲みんなで調理したごはん

YouTube配信動画
ぜひご覧ください

5Vol .60

LEED ASHIYA［INFORMATION］

  

5ページ～6ページに関するお問い合わせと
詳細についてはリードあしやの各担当者まで。CONTACT

お問い合わせ
お申し込み

CONTACT

T E L： 0797-26-6452
F A X： 0797-26-6453

MAIL： aia@ashiyanpo. jp
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Vol .60

令和5年度に予定しているリードあしや主催のイベントや講座情報をご紹介します。皆さまのご協力・ご参加をお待ちしております。

芦屋の三大祭り、芦屋さくらまつりが4年ぶりに帰ってまいり
ます。芦屋大学ボランティア部Aquaが中心となった清掃ボ
ランティア実行委員会が心地よい祭りをサポートします。

個人・団体の事業プラン実現に向け、計画・目標・戦略の立て方
を学びます。

▶第35回 芦屋さくらまつり清掃ボランティア　４月２日（日）

高齢者、障がいのある方、ベビーカー利用者、外国人等々、多
様な方々に向き合うためのマインドとアクションを学び、「相
手の視点に立ち、行動する」ことを地域で共有する場です。

▶日常を「ユニバーサルマナー」でつなぐ　6月18日（日）

小中学生はもちろん、親子でも参加できるプログラムを用意す
るのは、市民活動団体。絵画、工作など夏休みの宿題をやっつ
けながら、ボランティア体験もできるスペシャルディです。

▶夏休み！子どもわくわくスペシャル　8月6日（日）

災害発生時、避難生活、様々な場面をシミュレーションしなが
ら「ダイレクトゲーム」「災害食は日常食」「被災者生活再建」
をカードゲームで疑似体験をします。

▶災害時対応セミナー　9月予定

毎年恒例の100人会議。昨年と同様「コミュニティビジネス
プレゼンテーション大会」コミュニティビジネスをツールとした
「やりたいこと」を「できること」にみんなで応援します。

▶あしや市民活動フェスタ
  「未来をつくる芦屋たぶん100人会議」８月２6日（土）

リードあしや玄関前のギャラリースペースでは様々な団体が展示販
売などをしています。団体が一堂に会し、マルシェをオープンします。

▶マルシェ「ギャラリースペース」　11月18日(土)・19日(日)

芦屋に住まう人、学ぶ人、働く人、活動する人、話を聴きたい人、
語りたい人、つながりたい人、子どもから大人まで芦屋の色々を
話す場を月１回開催します。

▶市民の集い場　毎月第4日曜日　但し4月は第3日曜日

お茶をしながら楽しめるプログラムを月替わりで提供しています。
運営を希望する団体はご相談ください。

▶ふれあいカフェ　毎月第2土曜日  13:30～16:00 

親子の学びと集いの場としてオープン。
▶つきいちよるごはん～ママと子の居場所～偶数月第３金曜日夜

第2、4水曜日と第1、3土曜日に不定期にオープン。運営について
興味のある方はご相談ください。（随時受付中）

▶Leed Cafe１日シェフ　随時

学校に保健室があるように街にも保健室を！お茶やランチをしな
がら看護師、薬剤師、理学療法士、介護施設の方など 医療従事者
に不安や身体のことを聞ける場です。

▶Just! do it コミュニティほけん室byカフェにっち（不定期）

芦屋を花と緑であふれる街になることを目指して、プロジェクトを立
ち上げ中です。興味のある方は是非ご参加ください。

▶Just! do it 花と緑があふれる街Ashiyaプロジェクト（不定期）

市民活動PRの広報手段としてのチラシ作成について、デザイ
ンの基本から、Canva（無料テンプレート）の使い方を学ぶ
実践的な体験教室です。

▶団体運営お助け1dayスクール～テンプレートを使った
  チラシデザイン体験教室～　5月13日(土)

ファシリテーターとしての役割、進め方、参加者間の相互作
用を促進することはもとより、会議の輪を生み出すリーダー
シップを学びます。

▶セミナー「合意形成が生まれる場」
  10月14日・21日・28日(土)

社会貢献活動を実際行っている方、関心を持っている方、社会
起業家を目指したい方等を対象に、専門家・実践者をゲストス
ピーカーに招き参加者を含めた意見・情報交換の場です。

▶ソーシャルナイト～夜の社会貢献勉強会～
  奇数月第3金曜日　19：00～21：00

市民活動にビジネス的手法を取り入れ、活動の幅を広げます。
あしや市民活動フェスタにてプレゼンテーターへの道も用意
しています。

▶コミュニティ・ビジネスゼミナール　5月28日・6月11日（日）

SNS広報のひとつとしてInstagramの便利な利用方法を学び
ます。広報にお困りの個人・団体の方は是非ご参加ください。

▶Instagramを使いこなそう　7月30日（日）

AEDの取り扱いを通して緊急時の対応と応急処置を学びます。
▶普通救命（AED）講習会　2月予定

職人から技を教わりながら灯篭を作り、飾り、市民の安らぎ
の場を作ります。令和4年度市民活動フェスタのプレゼンテ
ーターからの企画、若者による実行委員会で開催予定です。

▶市民企画イベント「共生のまちへ」
  ～灯篭まつり・灯篭でまちを彩る～　10月予定

障がいのある人ない人、幼児から高齢者、全ての市民が参加
できるゲームを、学生を中心とした実行委員会で実施します。

▶市民企画イベント「共生のまちへ」
  ～寒さに負けない運動会～　12月3日(日)

▶ストーリーマップセミナー　4月9日（日）

子どもを笑顔にできる市民を大募集。芦人認定を受けて、活動の
場を増やしませんか。令和3年度からは認定者の紹介動画を配信
しています。

▶芦人認定

芦屋市在住の高校生の交流の場。リードあしやを拠点として芦屋
をテーマに様々な活動に取り組んでいます。

▶あしや部

芦屋市または芦屋市近隣の小中学生からなるボランティアグルー
プ。様々な依頼を受けて活動しています。

▶こどもボランティア　スマイルボランティア

市内の在住在学の学生が記者として、芦屋で活躍する人を新聞で
紹介します。指導は神戸新聞社です。

▶芦屋発　君も今日から新聞記者

あしや市民活動センター登録団体限定で行う交流会。
他団体の皆さんと情報交換する場です。

▶あしや市民活動センター登録団体交流会

令和5年度 リードあしや 【年間スケジュール】（令和5年2月28日現在）

イベント

カフェ・居場所

講座・セミナー（要申込）

その他

春

夏

秋



１月26日、集まったカイロ（約130kg）を国際スピード郵便で
NGO(non-governmental organizations)を通じ
ウクライナへ発送することができました。皆さまのご厚意に深く感謝いたします。

編集後記

4月から新年度！なにかを始めるには良い時期では
ないでしょうか。ボランティア、市民活動、起業など
…新しいことをスタートする、新しいことにトライす
る皆さまを応援する場所になれるよう今後も努力し
てまいります。なお、「リードあしや」でもいくつか
の新事業がスタートします。ぜひご参加ください。

リードあしや Vol.60
2023年03月15日
芦屋市立あしや市民活動センター
リードあしや
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〒659-0065 兵庫県芦屋市公光町５－８ 公光分庁舎北館
TE L：0797- 26- 6452    FAX：0797-26-6453
メール：aia@ashiyanpo.jp　https://www.ashiyanpo.jp

阪神「芦屋駅」徒歩5分、JR「芦屋駅」徒歩10分
阪急「芦屋川駅」徒歩10分

開館時間 9:00 ～ 17:00（月曜日～土曜日）
休 館 日 日曜日・祝祭日・年末年始

：
：
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毎月第２土曜日　13:30～16:00
カフェ(飲み物・お菓子付き）： 大人…100円  子ども…無料
※別途プログラム参加には実費が必要な場合があります。

▶ 5月13日
▶ 6月10日

日本スリランカ友の会関西
芦屋女子会

一般社団法人　カワイク介護 NALC芦屋

1 / 1
4

2 /2
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今後の予定

1月・2月
の様子

4月～6月
2023

ギャラリー
スペース

展示・販売スケジュール

工藤さん 4月10日（月）～4月22日（土）
5月15日（月）～5月27日（土）
6月12日（月）～6月24日（土）

ワールドホープ 5月29日（月）～6月3日（土）

日本スリランカ友の会関西 5月29日（月）～6月3日（土）

ミユキデリカ 4月24日（月）～5月13日（土）

ウクライナ支援

※敬称略

◀お礼状

展示イメージ

手作り雑貨

グラバーポークのキッチンカー

小さな絵画の展示販売

スリランカの紹介と物産展

LEED ASHIYA［NEWS］


